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※出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（印）する事。

＜連絡事項＞

・各スタッフは勤務に支障がないよう体調管理に留意していきましょう。

＜患者様連絡事項＞

・木村　梅子様～担当スタッフと買い物訓練を行い、店までの移動状況や店内での

　　　　　　　　行動に問題は認められなかった為単独での買い物外出を再開する

　　　　　　　　こととしています。出棟の際には移動や店内での行動について

　　　　　　　　確認していきましょう。

※患者様のケア状況については確実に他のスタッフへ周知していくようにしましょ

　う。また、カルテ及びカンファレンスにもどのスタッフが確認しても分かる記録

を心掛けていきましょう。

・佐々木　淳様～本日面会ありました。御家族へ今後は通院不要であり左上肢の

　　　　　　　　リハビリは当院で実施していく旨伝え、診察券・領収書をお渡し

　　　　　　　　しています。

＜WIZスケジュール管理・確認＞

・スケジュールを1週間毎に管理（登録）しているスタッフが数名確認され

　ました。勤務表が掲示され次第、基本的な勤務（日勤・準夜・深夜・遅番）

　を登録し、その後でそれぞれの業務（各委員会や研修参加等）を登録して

　いくようにしましょう。

＜食事状況評価検討＞

食事摂取状況については今後患者様からの申告とスタッフ確認を併せて実施して

いく事予定となっています。来週より1週間を試行期間とし、評価・検討する

事としています。

＜リスク把握評価・検討＞

・佐々木　淳様～現在歩行バランス訓練を実施しています。徐々に改善傾向

　　　　　　　　となっていますが、まだ足早に移動される事があります。

　　　　　　　　また、立位・歩行時の姿勢の不安定さも見られています。

　　　　　　　　バランス訓練時以外でも歩行姿勢について適宜介入する

　　　　　　　　必要があると思われます。

※レストラン移動がスタッフ主導ではなく、患者様の自主的な移動に移行する

　のに伴い、転倒等のリスクについて評価し事故防止についての介入を患者様

　個々に行っていく必要があると思われます。

＜注目患者様ケア検討＞

・佐々木　淳様～本日、睡眠が1時間程となり私物整理やチラシを見ながら

　　　　　　　　購入希望の品物をメモ帳に書き写しています。睡意について　　　　　　　　

　　　　　　　　は「コーヒー飲み過ぎた。眠くない。」と話しています。

　　　　　　　　不機嫌さや他の患者様とのトラブル等は見られず、歩行

　　　　　　　　バランス訓練や左上肢のリハビリに対する拒否もみられません。

　　　　　　　　今後、通常の日課・プログラムに加え個別でのリハビリが

　　　　　　　　重なる事によって心的負荷がかかり、周囲への粗暴的な言動

　　　　　　　　トラブルが認められる可能性が考えられます。

　　　　　　　　日課・プログラムの取り組み状況や睡眠状況について観察・

　　　　　　　　確認していきましょう。又、各リハビリの動機付けが乏しい

　　　　　　　　と思われますので、作業療法士と情報共有しながら

　　　　　　　　動機付けを深める為の介入を行っていきましょう。

・五日市　規様～空笑・独語あり、ソファーを叩いたり「バカだと思ってるのか？」

　　　　　　　　とスタッフに尋ねてくる事がありましたが、日課・プログラムは

　　　　　　　　支障なく取り組んでいます。

診察時、今後について担当医へ確認されています。担当医より保護義務者の問題が解決すれば日常生活訓練目的にて青山荘

　　　　　　　　入所を検討していく方針である旨説明を受けています。

その際、「妻がいればいいの？」と尋ねる事があり（結婚歴

はない）担当医より配偶者について確認されると「いや･･･

　　　　　　　　追々話します。」と返答しています。その後離院を

　　　　　　　　仄めかす発言が聞かれています。調子については笑いながら

　　　　　　　　「悪い。」と話しています。

　　　　　　　　長期に入院していた患者様が退院された事により、今後への

　　　　　　　　焦燥感が現れているものと思われます。所在と共に日課・

プログラムの取り組み状況と生活リズムの変化について

観察・確認していきましょう。今後についてはSWと情報共有

しながらケアの方向性を検討していきましょう。

・中野渡　鉄男様～現在、単独外出に向けた訓練を行っています。

　　　　　　　　　担当スタッフからは6月末までに単独外出が可能なスキル　　　　　　　　　

　　　　　　　　　（交通マナー・購入方法・対人交流能力）を獲得する

事を目標としているとのコメントがありました。

御本人の病態や日常生活能力についてより詳細な評価・

　　　　　　　　　分析を行い、本人のニーズを踏まえて達成目標を設定

　　　　　　　　　する必要があると思われます。










